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久万高原町立病院経営強化プラン(概要版)

【経営強化プラン策定の背景】
持続可能な地域医療提供体制を確保するため時代の転換点となる2025

年の地域に寄り添う病院の将来像を明確にし、「持続可能な地域医療提
供体制を確保するための公立病院経営強化ガイドライン」(2021年度総務
省公表)に基づき、久万高原町立病院経営強化プランを策定する。

【計画期間】
令和5年度(2023年度)から令和9年度(2027年度)

【病院概要】
◆基本情報

◆取り巻く環境
久万高原町に住所がある患者が入院・外来ともに90%以上を占めて

いることから、当院の診療圏は久万高原町である。
需要面では、久万高原町の総人口が今後も減少すると予測されてお

り、それに伴い医療需要も今後減少傾向である。
供給面では、当院が位置する松山医療圏では、400床以上の大規模

な総合急性期病院が3病院あり、高度急性期・急性期医療の核となって
いる。一方で、2025年の必要病床数に対し、急性期病床が余剰、回復
期病床が不足している。当院においては、総合的な急性期病院から離
れた地域に位置している。

【現状の課題】
当院は高度急性期病床を有する大規模病院が位置している、松山医

療圏の中心より離れた場所に位置しており、今後も大規模病院と連携
を図りながら、継続して久万高原町の医療を担う必要がある。
一方、2019年度より医業損益が減少しており、その要因としては稼

働率の低下及び一般病棟の単価の低さが挙げられる。特に、新入院患
者数については、久万高原町立病院に受診している患者のほとんどが
久万高原町付近から来院しており、人口減少に伴い、新入院患者数が
低下していると考えられる。今後も病院を維持するためには、経営改
善が求められる状況である。
また久万高原町は、松山医療圏の中でも高齢化が著しく、今後ます

ます人口が減少することが予測されており、人材の確保が厳しいこと
から、2023年8月に1病棟での運営を余儀なくされている。
加えて、当院の建物が老朽化しているため、新病院建築向けて、調

査研究を行う必要がある。

【今後の方向性】
当院は久万高原町において唯一の病院であるため、永続的に医療提

供体制を維持する役割を担う必要がある。病院経営において病床稼働
率を高める必要がある一方で、医療圏の中心部から離れていること並
びに久万高原町における需要・供給面を考慮すると、現状の病床機能
では存続が難しくなることが懸念される。今後の地域の需要に合わせ
た病棟機能の再編が必要である。
また2023年度より一般病棟1病棟での運用に再編していることにより、

従来を大きく上回る収益を生み出せないことが想定されるため、現在
の規模で得られる最大限の収益確保に向けた取り組みを検討する必要
がある。
生産年齢人口の減少をはじめとした、医療資源が限定される地域で

あることから、コメディカル部門を中心に職員の生産性向上に努める
とともに、現在の院内資源の有効かつ効率的な活用について検討を行
う必要がある。

診療科 内科、外科、整形外科、リハビリテーション科、小児科、
眼科、心療内科、精神科、総合診療科

病床数 60床(一般病床60床)

指定/認定 救急告示病院、労災指定医療機関、被爆者一般疾病医療
機関、障害者自立支援法指定自立支援医療機関、生活保
護法指定医療機関、難病医療協力病院、へき地医療拠点
病院、協力型臨床研修病院、指定居宅介護支援、地域包
括医療・ケア認定施設、愛媛大学医学部地域医療学講座
サテライトセンター

関連施設 老人保健施設あけぼの
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1.役割と機能の最適化と連携強化

【経営強化プランにおける取り組み】 2.医師・看護師等の確保と働き方改革

3.経営形態の見直し

4.新興感染症の感染拡大時等に備えた平時からの取組

5.施設、設備の最適化

6.経営の効率化等

久万高原町は愛媛県内でも高齢化が進行した地域であり、今後はさ
らに人口の減少と高齢化が進むことが予想される。加えて、住み慣れ
た地域で安心して暮らせる医療及び介護の提供体制を維持することが
さらに重要になることが想定される。
当院は、久万高原町唯一の公立病院として、地域住民の生命と健康

を守るため、愛媛大学医学部等と連携して総合診療から専門医療を実
践している。また、採算性の面から民間医療機関では対応が困難な救
急医療やへき地医療の不採算部門を担い、非常時における医療サービ
スの確保にも努めており、今後も継続して、久万高原町の医療提供体
制を維持していく必要がある。

派遣の受け入れを積極的に進めるにあたり、愛媛大学医学部の医局
との連携を継続して行っていく。
また、看護職員については、看護師奨学金貸付制度を活用してもら

うよう地元の高校や看護師養成学校等に要請を行っていく。
加えて、職員確保だけでなく、定着に向けた取り組みも引き続き行

う。

安定的な医療の提供が可能であるため、計画期間中は、現在の地方公
営企業法一部適用の経営形態を維持することとする。

病院機能にあった投資判断、収支改善に取り組み、健全な経営体質
づくりを行います。

現在、当院は老朽化が進んでいるため、長寿命化計画の策定を行いつ
つ、効率的・効果的かつ中長期的な利用を行いながら、新病院建築につ
いて調査研究を行う。

現在、県や町の要請に応じた医師・看護師の派遣を行っており、引き
続き、平時において感染対策委員会を中心に対策を行う。
今後の新興感染症等の感染拡大時において、松山市内の他医療機関や

周辺医療機関と協議の場を設け、感染拡大時の各医療機関の役割を明確
にするとともに、連携体制の強化を行い、地域住民に対する継続した医
療提供体制の実現に努める。

【不採算部門に対する取り組み】
◆救急医療
今後も地元消防署等との連携を密にし、久万高原町内での受け入

れ体制の充実に努めていく。また、24時間365日の救急体制の維持
については今後の地域から求められる役割と当院の医療提供体制を
鑑みて、検討を進めていく。

◆へき地医療
「へき地医療拠点病院」として通院が困難な患者に対してへき地

医療の提供を行っている。

◆感染症
感染制御チームによる感染対策を行っている。今後も引き続き、

新興感染症等の感染拡大時においても地域での役割を担えるように
対応できる体制を構築していく。

【地域包括ケアシステムの構築に向けた取組】
当院は、行政をはじめ、他の医療機関や介護施設などとの連携をよ

り一層進めることで、包括的かつ継続的な在宅医療及び在宅介護を提
供する体制づくりを進め、地域住民が住み慣れた地域で安心して暮ら
すことができるよう支援をし、在宅や高齢者施設等からの入院要請に
応じて後方支援の役割を担っていく。
引き続き保健・医療・介護・福祉分野を集約し、ワンストップで対

応できる施設整備を備えた新たな施設の在り方について検討を進めて
いく。

数値目標
R3
(実績)

R4
(実績)

R5
(計画)

R6
(計画)

R7
(計画)

R8
(計画)

R9
(計画)

経常収支比率(％) 94.8 99.9 89.1 95.9 98.8 100.4 100.9

医業収益(百万円) 697 649 598 688 711 719 720

医業費用(百万円) 988 951 923 890 886 880 877

医業損益(百万円) △291 △302 △325 △202 △175 △160 △156

経常損益(百万円) △53 △0.9 △102 △49 △34 3.9 7.9

入院患者数(日/人) 45.8 42.6 40.6 40.8 41.4 42.0 42.0

外来患者数(日/人) 68.5 69.6 73.0 73.0 73.0 73.0 73.0



施設名

所在地

経営強化プランの対象期間 令和 6 年度 ～ 令和 9 年度

※プランの最終年度における当該公立病院の機能ごとの病床数

がん 脳卒中
心血管
疾患

糖尿病 精神疾患 救急 災害 周産期 小児 感染症 在宅 計

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ 4

※プランの最終年度における当該公立病院の機能ごとの病床数

※R8年以降に病床機能の見直し予定がある場合は、見直し後の見込みを記載。

地域医療構想等を踏ま
えた当該病院の果たす
べき役割・機能

地域包括ケアシステム
の構築に向けて果たす
べき役割

機能分化・連携強化
の取組

医療機能や医療の
質、連携の強化等
に係る数値目標

住民理解のための
取組

※いずれも、経営強化プランに記載予定の内容を記入すること

　経営強化プランはホームページ等で公表し、久万高原町において永続的に医療を提供できるよう、経営強化
や機能強化の視点より町民が安心できる医療提供体制の構築に向け、パブリックコメント等の実施を行いなが
ら情報を発信する。

（その他の内訳及び補足等）

　久万高原町唯一の公立病院として、地域住民の生命と健康を守るため、愛媛大学医学部等と連携して総合診
療から専門医療を実践している。また、採算性の面から民間医療機関では対応が困難な救急医療やへき地医療
の不採算部門を担い、非常時における医療サービスの確保に努めており、今後も継続して、久万高原町の医療
提供体制を維持する。

　当院は、行政をはじめ、他の医療機関や介護施設などとの連携をより一層進めることで、包括的かつ継続的
な在宅医療及び在宅介護を提供する体制づくりを進め、地域住民が住み慣れた地域で安心して暮らすことがで
きるよう支援し、在宅や高齢者施設等からの入院要請に応じて後方支援を担っていく。引継ぎ保健・医療・介
護・福祉分野を集約し、ワンストップで対応できる施設の在り方について検討する。

　松山市中心部の高度急性期及び急性期病院との連携を強化するとともに、町内での地域包括ケアシステムの
推進を行う上で求められる診療体制や病棟体制の維持に努める。将来の人口や患者の流出入状況、他の医療機
関等との連携体制の構築を踏まえた診療機能の見直しや病床数のダウンサイジングについて検討する。

　・地域包括ケア病床の増床（８床を17床へ）　・診療報酬算定強化　・新施設基準の取得　・リハビリの生
産性向上（１日１人当たり16単位）　・院内におるコスト改善（診療材料費等）　・病床稼働率の向上（入院
患者の増加による病床稼働率の向上）

R９年※

R7年

R4年

0 60

R９年※ 0 60 0 0 0 60

R7年 0 60 0 0

休棟等 計

0 77

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

R4年 0 47 0 30
機能別病床数(床)

令和７年(2025年)以
降において担う役割

許可病床数(床)

国民健康保険久万高原町立病院

一般病床 療養病床 精神病床 結核病床 感染症病床 計

開設許可 60

0 0 60使用許可 60 0 0

公立病院経営強化プラン（当該病院の果たすべき役割・機能等）の概要

愛媛県上浮穴郡久万高原町久万６５番地

0 0 0 0 60

様式１ 地域医療構想調整会議用
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